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2017年 10月5日（木） 第264号 

連合が第１５回定期大会開く 

推薦候補者全員の勝利に向け決意を表明 神津連合会長 

「次
の
飛
躍
へ 

確
か
な
一
歩
を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
連
合
は
、
10
月
４
日
～
５
日
の
両
日
、
都
内
・千
代
田

区
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
会
場
に
第
15
回
定
期
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
大
会
に
は
退
職
者
連
合
か
ら

人
見
一
夫
会
長
が
来
賓
と
し
て
登
壇
し
、
会
員
23
人
が
傍
聴
参
加
し
ま
し
た
。
９
月
28
日
招
集
さ
れ
た
臨

時
国
会
の
冒
頭
に
安
倍
総
理
が
衆
議
院
を
解
散
す
る
暴
挙
に
出
る
と
い
う
緊
迫
し
た
政
治
状
況
の
中
で
の
開

催
と
あ
っ
て
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
神
津
里
季
生
連
合
会
長
は
、
解
散
総
選
挙
に
つ
い
て
「連
合
推
薦
候

補
者
の
勝
利
に
向
け
、
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
を
確
認
し
あ
い
た
い
」と
表
明
。
大
会
に
参
加
し
た
退
職
者
連
合

の
菅
井
義
夫
事
務
局
長
は
、
神
津
会
長
の
決
意
表
明
を
受
け
「現
退
一
致
で
連
合
と
し
っ
か
り
連
携
し
、
退
職

者
連
合
推
薦
候
補
者
全
員
の
勝
利
に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
く
」と
の
決
意
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

 

▲来賓として壇上に並ぶ人見会長 

大
会
に
は
代
議
員
や
役

員
、
傍
聴
な
ど
約
２
０
０
０

人
が
出
席
。
ま
た
国
際
来
賓

と
し
て
国
際
労
働
組
合
総

連
合
（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
の
シ
ャ

ラ
ン
・
バ
ロ
ウ
書
記
長
を
は

じ
め
21
の
国
・
地
域
、
３
つ

の
国
際
組
織
か
ら
38
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

退
職
者
連
合
の
人
見
一

夫
会
長
は
、
元
連
合
会
長
代

行
と
し
て
顧
問
の
立
場
に

も
あ
り
ま
す
が
、
大
会
で
は

来
賓
と
し
て
登
壇
し
、
紹
介

を
受
け
ま
し
た
。 

 
 

▲総選挙必勝に向け意思統一がはかられた連合第15回定期大会 

神津連合会長 

野
党
に
よ
る
臨
時
国
会

の
開
会
要
求
を
無
視
し
続

け
た
挙
句
の
冒
頭
解
散
で

あ
り
、
森
友
・
加
計
問
題

な
ど
の
疑
惑
を
隠
す
た
め

の
“
大
義
な
き
、
究
極
の

自
己
都
合
解
散
”
だ
。
し

か
も
野
党
側
の
体
制
が
整

っ
て
い
な
い
現
状
の
弱
み

を
狙
っ
た
も
の
だ
。
強
行

姿
勢
だ
け
が
目
立
ち
、
聞

く
耳
を
持
た
な
安
倍
政
権

の
性
格
に
、
多
く
の
国
民

が
“
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
危
機
の
淵
に
追
い
や
ら

れ
て
い
る
の
で
は
”
と
い

う
不
安
を
抱
え
て
い
る
。 

 

し
か
し
今
回
の
総
選
挙

は
、
政
権
与
党
の
数
の
力

を
背
景
と
し
た
強
権
的
な

国
会
運
営
か
ら
転
換
を
は

か
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン

ス
だ
。
与
野
党
の
勢
力
が

拮
抗
し
、
緊
張
感
あ
る
、

互
い
に
政
策
で
切
磋
琢
磨

す
る
政
治
体
制
を
確
立
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
民
進
党
の
紆
余
曲
折

の
動
き
に
つ
い
て
）
一
強

政
治
に
終
止
符
を
打
つ
こ

と
は
共
通
だ
。
そ
の
思
い

に
向
か
っ
て
収
斂
し
て
い

く
と
き
、
名
実
共
に
闘
い

の
姿
が
整
う
。 

連
合
は
政
策
・
理
念
を

共
有
す
る
連
合
推
薦
候
補

者
、
地
道
な
取
り
組
み
を

重
ね
る
同
志
の
勝
利
に
向

け
、
全
力
を
挙
げ
る
こ
と

を
確
認
し
あ
い
た
い
。
一

人
で
も
多
く
の
仲
間
の
投

票
行
動
に
つ
な
げ
よ
う
」 

 

菅
井
事
務
局
長 

「現
退
一
致
、
連
合
と
し
っ
か
り
連
携
し
て
総
選
挙
を
闘
い
抜
こ
う
」 

◇
神
津
会
長
の

総
選
挙
を
闘
う

に
あ
た
っ
て
の
あ

い
さ
つ
要
旨
抜
粋

は
左
記
の
通
り

で
す
。 

 

一
人
で
も
多
く
の
仲
間
と
投
票
に
行
こ
う 
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退職者連合 検索 

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞは退職者連合で検索を 

▲山田さん（写真円内）の報告に

熱心に聴き入る研修会の参加者

のみなさん（9月29日、宇都宮市

内）。 

 
女
性
会
員
の
加
入
拡
大
と
活
動
へ
の
参
加
に
向
け
た
取
り
組
み
始
ま
る 

い
き
い
き
と
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
づ
く
り
へ 

北
海
道
、
栃
木
、
神
奈
川
、
沖
縄 

 

自
治
体
要
請
に 

「低
所
得
高
齢
単
身
女
性
問
題
に
関
す
る
政
策
・制
度
の
要
求
」 

を
盛
り
込
も
う 

 

全
国
の
地
方
退
職
者
連
合
で
女
性
会
員
の
加
入
拡
大
や
活
動
参
加
に
向
け
て
取
り
組
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。
北
海
道
や
神
奈
川
で
は
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
沖
縄
と

神
奈
川
で
は
女
性
会
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
北
海
道
、
栃

木
、
神
奈
川
で
は
女
性
会
員
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
学
習
会
や
研
修
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
２
０
１
６
年
度
政
策
・制
度
要
求
で
の
自
治
体
要
請
で
は
、
10
地
方
退
職
者
連
合
が
「低
所

得
高
齢
単
身
女
性
問
題
に
関
す
る
政
策
・制
度
の
要
求
」を
県
や
市
に
出
し
、
8
地
方
退
職
者

連
合
が
回
答
を
得
ま
し
た
。
地
方
退
職
者
連
合
で
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
「行
動
す
る
退
職

者
連
合
」の
一
環
で
あ
り
、
退
職
者
連
合
本
部
で
は
、
多
く
の
地
方
退
職
者
連
合
が
こ
う
し
た

動
き
に
連
動
し
て
、
女
性
会
員
の
加
入
拡
大
と
活
動
参
加
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。
栃
木
と
神
奈
川
、
沖
縄
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

宇
都
宮
市
内
に
あ
る
「
と
ち
ぎ

福
祉
プ
ラ
ザ
」
で
9

月
29

日

（
金
）
13
時
30
分
か
ら
栃
木
県

退
職
者
連
合
（
三
浦
健
治
会
長
。

会
員
１
０
，
０
０
０
人
）
主
催
で

「
女
性
研
修
会
」
が
開
か
れ
、
女

性
会
員
を
中
心
に
30
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

あ
い
さ
つ
で
三
浦
会
長
は
、
初

女
性
運
営
委
員
が
中
心

に
な
っ
て
企
画  

(

栃
木)  

 

め
に
「
栃
木
退
連
は
女
性
が
少

な
い
が
、
開
催
に
あ
た
っ
て
女

性
の
み
な
さ
ん
が
中
心
に
企
画

し
て
く
れ
た
」
と
女
性
運
営
委

員
に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け

ま
し
た
。
続
い
て
「
低
所
得
高

齢
単
身
女
性
問
題
を
退
職
者
連

合
が
発
掘
し
表
面
化
さ
せ
た
。

こ
れ
は
、
女
性
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
。
背
景
に
女
性
の
平
均

寿
命
の
長
さ
、
賃
金
格
差
、
年

金
問
題
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

今
日
は
詳
し
い
要
求
内
容
、
国

女
性
会
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

 

（神
奈
川
、
沖
縄
） 

 

神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合
と
沖
縄
退
職
者
連

合
に
参
加
し
て
い
る
沖
縄
県
職
退
職
者
会

女
性
部
は
、
傘
下
の
女
性
会
員
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。 

神
奈
川
で
は
4
月
に
「女
性
会
員
の
参

加
と
連
帯
を
促
進
し
、
男
女
平
等
の
社
会

づ
く
り
を
は
か
る
と
共
に
会
員
の
拡
大
を

栃
木
県
議
会
議
員
の
山
田
み

や
こ
さ
ん
か
ら
は
「
栃
木
県
に

お
け
る
実
態
・
取
り
組
み
状
況
」

を
テ
ー
マ
に
県
内
の
高
齢
者
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
、
居

住
の
場
の
確
保
な
ど
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
山
田
さ
ん
は
、「
制
度
は

あ
と
か
ら
追
い
て
く
る
。
歩
み

は
遅
い
け
れ
ど
生
活
者
の
声
を

出
し
て
問
題
提
起
を
し
て
い
き

た
い
。
さ
ら
に
、
女
性
の
問
題

は
要
所
、
要
所
に
女
性
が
入
る

こ
と
で
早
く
実
行
で
き
る
」
と

述
べ
、
女
性
参
画
の
重
要
性
を

強
調
し
ま
し
た
。 

 

 

の
取
り
組
み
状
況
、
合
わ
せ
て

栃
木
の
実
態
・
取
組
み
状
況
を

学
習
し
た
い
」
と
開
催
の
ね
ら

い
を
述
べ
ま
し
た
。 

研
修
で
は
「
低
所
得
高
齢
単

身
女
性
問
題
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
退
職
者
連
合
本
部
の
野

田
那
智
子
副
事
務
局
長
が
、
女

性
に
関
す
る
単
身
世
帯
の
現

状
、
低
所
得
高
齢
単
身
女
性
問

題
に
関
す
る
政
策
・
制
度
要
求

の
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。 

は
か
る
」こ
と
を
目
的
に
実
施
。 

沖
縄
で
は
5
月
に
70
歳
以
上
の
女
性

会
員
を
対
象
に
し
て
「健
康
と
暮
ら
し
を

把
握
し
、
お
一
人
様
で
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
」た
め
に
実

施
し
ま
し
た
。
な
お
集
約
結
果
は
、
ま
と
ま
り

次
第
、
退
職
者
連
合
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
予
定
。 


